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					山極勝三郎の偉業
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						信濃国上田城下（現在の長野県上田市）に生まれた人物で東京大学医学部を首席で合格し、後にドイツに留学。

当時、日本のがん研究の第一人者となった。1915年には世界で初めて化学物質による人工がんの発生に成功。

ノーベル生理学、医学賞にも４回ノミネートされた。
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